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JR 鷲津駅周辺地域 
・（都）鷲津駅谷上線での歩道拡幅の事業を推進するとともに、駅前広場等の空間を活用したにぎわいイベン

トを継続的に展開できるように良好な歩行空間の維持・向上を推進します。 
 

【駅前広場でのにぎわいイベントの様子】 

 
出典：湖西市提供資料 

 
JR 菊川駅周辺地域 
・今後、菊川駅のリニューアルにより南北自由通路が整備され駅周辺での回遊性向上が高まることを踏まえ、

駅周辺土地利用構想とも連携し、グリーンモールなどの主要な路線についてにぎわいを生み出すための空
間としての利活用について検討を推進します。 

 
【駅周辺の空間活用イメージ】 

 
出典：菊川市、菊川駅周辺空間活用構想 

 
森町役場周辺地域 
・まちなかでの徒歩による移動が多い特徴を踏まえ、歩行空間確保に向けて検討に取り組みます。 
・また、まちなかでの回遊や周辺市街地からのアクセス手段として重要な役割を担っている自転車交通にて、

安全に走行できるように走行空間の確保を検討します。 
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4-2 公共交通計画 
(1) 基本的な考え方 

1) 西遠都市圏の公共交通体系 
西遠都市圏では、「都市圏の新たな価値の創造と持続可能な暮らしを支える都市交通の構築を目指して」の

都市交通の理念のもと、地域の関係者が連携・協働し、都市機能が集積するまちなかから自然環境に囲まれ
た山あいまで、各地域特性に応じて、徒歩、自転車、自動車等の交通手段との組み合わせによって、日常の
生活サービスを提供する主要な施設や都市機能が集積した拠点に移動できる公共交通体系の構築を目指しま
す。 

具体的には、都市圏内外の拠点間の移動を支える公共交通を「幹・枝の交通（幹線公共交通）」、日常の生
活サービスを提供する主要な施設等への移動を支える「葉の交通（地域内公共交通）」、幹・枝・葉の交通を
結ぶ「モビリティハブ（交通結節点）」で構成し、西遠都市圏の新たな価値の創造と人々の持続可能な暮らし
を支える「木」となる交通体系を育ててあげていきます。 
 

【公共交通計画の対象範囲イメージ】 
 

 
 
  

モビリティハブ（交通結節点）

葉の交通

枝の交通

幹の交通
幹線公共交通

地域内公共交通
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2) 基本方針を踏まえた公共交通施策の展開の考え方 
基本方針を踏まえて、以下のとおり視点を設定して公共交通ネットワーク形成の考え方を整理しました。 
 

【基本方針を踏まえた公共交通計画の視点と検討事項との関係性】 

 
  

 

基本方針１ 
多様な暮らしを支えるコ
ンパクト・プラス・ネット
ワークの実現に向けた交
通体系の形成 

視点① 将来都市構造を支
えるネットワークの構築 

公共交通計画の視点 

幹線公共交通 
【4-2(2)】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本方針 2 
都市圏の経済活動を支え
る個性的な地域の連携に
よる対流促進 視点③  都市圏内外との交

流を支えるネットワーク
の構築 

視点② ネットワークを繋
ぐモビリティハブの形成 

基本方針３ 
多様なモビリティの活用
による各地域の特性を活
かした暮らし方を実現す
る地域内交通の維持・確保 

視点④ 地域内での安全・快
適な移動環境の構築を支え
るネットワークの構築 

基本方針 4 
災害にも強く、地球環境に
もやさしい環境負荷の少
ない交通体系の形成 

基本方針 5 
居心地が良く歩きたくな
るまちなかの実現に向け
た交通体系の形成 

視点⑤  公共交通の利用促
進 

視点⑥ 人中心のウォーカ
ブルの推進 

公共交通体系 

モビリティハブ 
【4-2(3)】 

地域内公共交通 
【4-2(5)】 

公共交通の 
利用促進【4-3】 

施策【4-2(2)2】】 
 

 
 
 
 
 
 

幹線公共交通ネッ
トワークの構築 

幹線公共交通ネッ
トワークの強化 

骨格幹線公共 
交通網 

【4-2(2)1】】 

連携 

連携 

道
路
網
計
画 
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(2) 幹線公共交通に関する施策 

1) 骨格幹線公共交通網 
a) 骨格幹線公共交通網設定の考え方 

公共交通の将来ネットワークの概念図として、基本方針を踏まえた公共交通計画の視点に基づき、「将来の
都市圏の骨格を形成する都市圏軸に対応する骨格幹線公共交通網」を設定します。 
 
視点① 将来都市構造を支えるネットワークの構築 

将来公共交通ネットワーク設定の考え方 
・骨格幹線公共交通網は、第４回西遠都市圏総合都市交通体系調査における幹線公共交通ネットワークで

の階層構造を基本として、都市圏軸との関係性から公共交通路線の階層構造を設定します。 
・都市圏軸に該当しないが都市の拠点と地域を容易にアクセスできる環境を構築する主要な公共交通路線

を地域準幹線システムに位置づけます。 
 
 
視点③ 都市圏内外との交流を支えるネットワークの構築 

将来公共交通ネットワーク設定の考え方 
・都市圏外からの多様な来訪者が西遠都市圏の「都市圏中心・地域拠点」に容易にアクセスできる広域的

な公共交通ネットワークを構築します。 
・「都市の拠点」から「レクリエーション拠点」や「産業拠点」に容易にアクセスできる環境を構築する都

市圏軸を対象に公共交通路線の階層構造を踏まえ、地域準幹線システムとして位置づけます。 
・都市圏軸に該当しないが都市圏内外を結ぶ主要な公共交通路線を地域準幹線システムに位置づけます。 

 
骨格幹線公共交通網設定の考え方のまとめ（都市圏） 
・将来都市構造上の都市圏軸に対応した骨格幹線公共交通網の階層構造を都市圏幹線システム、地域幹線

システム、地域準幹線システムとして位置づけ、その他の都市圏軸を支える骨格幹線公共交通網を地域
準幹線システムとして位置づけます。 

 
【都市圏軸（将来都市構造）を踏まえた骨格幹線公共交通網の段階構成】 

都市圏軸 階層構造 

将来都市 
構造上の 
都市圏軸 

都市圏 
骨格軸 

・「地域拠点」から「都市圏中心」に公共交通で容易にアクセスでき
る環境を構築する都市圏軸 

都市圏幹線システム 

地域 
骨格軸 

・「生活拠点」から上位の拠点（都市圏中心・地域拠点）に公共交通
で容易にアクセスできる環境を構築する都市圏軸 

・同一階層の「都市の拠点」の間を容易に移動できる環境を構築する
都市圏軸 

地域幹線システム 

拠点 
連携軸 

・「都市の拠点」から「観光・レクリエーション拠点」又は「産業拠
点」に容易にアクセスできる環境を構築する都市圏軸 

・都市圏骨格軸・地域骨格軸の機能強化に資する都市圏軸 
地域準幹線システム 

その他の 
都市圏軸 

地域から「都市の拠点」に容易にアクセスできる軸 
地域準幹線システム 

都市圏内外を結ぶ主要な軸 
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b) 骨格幹線公共交通網 
以上を踏まえ、骨格幹線公共交通網を示します。 

 
【骨格幹線公共交通網】 

 
  

（83）
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2) 骨格幹線公共交通網の実現に向けた施策 
a) 基本的な考え方 
 基本方針を踏まえた公共交通計画の視点に基づき、幹線公共交通に関する施策の基本的な考え方を以下の
①〜⑤のとおり整理します。 
 

視点① 将来都市構造を支えるネットワークの構築 
ⅰ. 拠点へのアクセスを支えるネットワーク 

コンパクト・プラス・ネットワークの更なる深度化に向けて、将来都市構造に位置づけられた都市圏軸の
形成に資する公共交通ネットワークの構築を推進します。 

 
視点③ 都市圏内外との交流を支えるネットワークの構築 
ⅰ.都市圏外からのアクセスを支えるネットワーク 

都市圏外からの多様な来訪者が西遠都市圏の拠点に容易にアクセスできるよう、広域ネットワークを形成
するとともに、西遠都市圏のゲートウェイである都市圏中心・地域拠点と観光・レクリエーション拠点、産
業拠点を結ぶ公共交通ネットワークを形成します。 
 
ⅱ.都市圏内の価値創造を支えるネットワーク 

異業種間の連携による新たな価値の創造や誰もが働きやすい環境を支える都市の拠点と産業拠点を結ぶ
公共交通ネットワークを形成します。 

 
■幹線公共交通に関する施策の基本的な考え方 

①段階構成に応じた公共交通ネットワークの形成 
②幹と枝と葉のバスネットワーク再編 
③鉄道・バスの連携強化による定時性・速達性を活用した利便性の高い公共交通ネットワークの構築 

 

視点① 将来都市構造を支えるネットワークの構築 
ⅱ.自動運転実用化を見据えた基幹公共交通の強化 

コンパクト・プラス・ネットワークの都市圏軸を支える基幹公共交通において、官民共創により将来的な
自動運転の実用化を戦略的に導入するとともに、段階的な高規格化を進めることにより基幹公共交通の維
持・強化を図ります。 

 
■幹線公共交通に関する施策の基本的な考え方 

④基幹的路線の段階的な高規格化 
⑤自動運転技術の導入による基幹的路線の維持・強化 
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b) 幹線公共交通ネットワークの構築 
骨格幹線公共交通網の具体化として、下図に示すとおり、幹線公共交通ネットワークの構築を図っていき

ます。 
 

【幹線公共交通ネットワーク】 
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c) 幹線公共交通ネットワークの強化 
① 幹線公共交通のサービスレベルの維持・向上 
・西遠都市圏の活動・移動を支える役割を担う幹線公共交通の将来ネットワークに位置づけられる基幹的な

公共交通路線については、目指す都市圏構造を構築し支えていくために必要な路線として、官民共創によ
り、目標年次である 2045（令和 27）年に向けて自動運転技術を戦略的に導入し、サービス水準の維持・向
上を図っていきます。 

 
② 幹線公共交通の定時性・速達性の向上 
・幹線公共交通の将来ネットワークに位置づけられている基幹的な公共交通路線の定時性・速達性の向上を

図るため、幹線道路の空間機能を活かす観点から基幹的な公共交通路線が運行する道路又は近接する道路
において、現道又は都市計画道路として 4 車線以上で決定されている区間を公共交通高規格化区間として
位置づけ、バスレーン・PTPS・バスベイ設置を導入・延伸します。 

 
③ バスネットワーク再編による新規バス路線の導入 
・公共交通ネットワークの利便性の向上、効率化を図るため、幹と枝と葉によるバスネットワーク再編にお

いて、新規バス路線の導入を検討します。 
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(3) 交通結節点に関する施策 

1) 基本的な考え方 
視点②ネットワークを繋ぐモビリティハブの形成、視点⑥人中心のウォーカブルの推進に基づき、幹線公

共交通に関する施策の基本的な考え方を以下の a）〜c）のとおり整理します。 
a）幹と枝と葉の結節点に鉄道間、鉄道・バス間、バス間の乗換え・乗継ぎ機能の強化 
b）モビリティハブとしての交通結節点の機能強化 
c）段階構成に応じた交通結節点の機能分類 

 
2) 交通結節点の機能強化 
a) 鉄道駅の乗換え・乗継ぎ機能の強化 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点である鉄道駅において、乗継ぎダイヤの設定、駅舎構内

の改修等により、鉄道と鉄道、鉄道とバスといった乗換え・乗継ぎターミナル機能の強化を図っていきま
す。 

 
b) 鉄道駅のパーク＆ライド（P&R）・サイクル＆ライド（C&R）・キス＆ライド（K&R）機能の強化 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点である鉄道駅において、専用の駐車場・駐輪場・送迎ス

ペースの整備等により、自家用車、自転車と連携するためのパーク＆ライド（P&R）、サイクル＆ライド
（C&R）、キス＆ライド（K&R）機能の強化を図っていきます。 

 
c) 鉄道駅へのアクセス機能の強化 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点である鉄道駅において、駅前広場の整備等により、鉄道

駅へのアクセス機能強化を図っていきます。 
 
d) バスターミナル・バス停での乗継ぎ機能の強化 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点であるバスターミナル・バス停において、乗継ぎダイヤ

の設定、乗継ぎ環境整備等により、バス間での乗継ぎ機能の強化を図っていきます。 
 
e) バスターミナル・バス停のパーク＆ライド（P&R）、サイクル＆ライド（C&R）、キス＆ライド（K&R）機

能の強化 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点であるバスターミナル・バス停において、専用の駐車場・

駐輪場・送迎スペースの整備等により、自転車と連携するためのパーク＆ライド（P&R）、サイクル＆ライ
ド（C&R）、キス＆ライド（K&R）機能の強化を図っていきます。 

 
f) 停留所・車両の高度化と情報提供 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点であるバスターミナル・バス停において、待合空間の整

備、バス近接表示機の設置等の整備等によるバス間の乗換え・乗継ぎ機能の強化を図っていきます。 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点であるバスターミナル・バス停の EV バス用の充電施設

を設置することで、EV バスの導入を促進し、環境負荷の低減を図り、カーボンニュートラルの実現を目指
します。 
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3) 交通結節点のモビリティハブ化 
・幹線公共交通のネットワークの主要な交通結節点において、公共交通間の乗換え・乗継ぎ機能、自家用車、

自転車と連携するためのパーク＆ライド（P&R）、サイクル＆ライド（C&R）、キス＆ライド（K&R）機能
に加えて、シェアリングモビリティ、電動キックボード等を加えた多様なモビリティへの乗換え、商業施
設をはじめとした施設との連携、コミュニティスペースの併設などの機能を備えたモビリティハブとして
交通結節点の機能強化を図っていきます。 

 
 
【モビリティハブのイメージ】 

 
出典：国土交通省 第 6 回マチミチ会議資料 

 
【モビリティハブの例】 

（さいたま市大宮ぷらっと） 
【モビリティハブの例】 

（東急田園都市線駒澤大学駅） 

 
出典：国土交通省 第 6 回マチミチ会議資料 出典：国土交通省 第 6 回マチミチ会議資料 
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(4) 幹線公共交通・交通結節点に関する施策の展開のイメージ 

前述の幹線公共交通の利便性の維持・向上、及び交通結節点の機能強化に関する施策の展開イメージを下
図に示します。 
 

 
  

（89）
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(5) 地域内公共交通に関する施策 

1) 基本的な考え方 
葉の交通については、地域の移動ニーズに基づき、視点④ 地域内での安全・快適な移動環境の構築を支え

るネットワークの構築、視点⑥ 人中心のウォーカブルの推進に向けた取組を各市町で実施していきます。 
なお、西遠都市圏をまたぐような活動が行われている地域の場合は、西遠都市圏外の隣接市町との連携を

図りながら、活動の実情に即したモビリティ・サービスを検討することが望ましくあります。 
 
2) 取組の現状 

各市町では地域公共交通計画等を策定し、地域内での暮らしを支えるための取組を展開しています。デマ
ンド型のタクシーや自家用有償旅客運送なども含めて、民間事業にてサービスを提供できない範囲などを中
心に地域と協働で取り組んでいる状況にあります。 

人口減少、高齢化等が進むなか、葉の交通では、幹・枝となる公共交通ネットワークへのアクセス性の向
上と、地域の人々の公平な活動機会の確保の視点から施策展開を実施していきます。 
 
3) 施策展開の提案 
●車両の小型化や需要に応じてデマンド交通の導入 
・高齢者をはじめとする移動手段確保が課題となる住民の移動ニーズに的確に対応し、地域社会における生

活の安定と活力の維持に向けて、車両の小型化、需要に応じたデマンド運行の導入、さらにはタクシー事
業者の活用等、地域の実情や特性に応じた多様な運行形態を推進します。 

 
磐田市における取組 掛川市における取組 

  

袋井市における取組 湖西市における取組 
地域協働運行バス 
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●地域の実情に応じてライドシェアの導入 
・地域交通の「担い手」「移動の足」不足解消のため、地域の実情に応じて、移動需要に柔軟かつ的確に対応

できるライドシェア（公共ライドシェア、日本版ライドシェア、共助版ライドシェア）の導入を推進しま
す。 

 
【各種ライドシェアの概要】 

 営業形態 道路運送法の位置づけ 運行主体 登録・許可の要不要 

公共 

ライドシェア 
有償 

自家用有償旅客運送 

（道路運送法第 78 条第 2 号） 
市町村や NPO 法人等 

運輸支局などでの 

「登録」が必要 

日本版 

ライドシェア 
有償 

自家用車活用事業 

（道路運送法第 78 条第 3 号） 
法人タクシー事業者 

運輸支局の「許可」 

が必要 

共助版 

ライドシェア 

無償（謝金・実費の 

支払いは可能） 
無償のため位置づけなし 地域住民、NPO など 許可・登録不要 

 
●まちなかの回遊を支えるモビリティの導入 
・まちなかでの回遊促進だけでなく、来訪者にとってもシンボルとなるように、グリーンスローモビリティ

やシェアモビリティなど、新たなモビリティ・サービスの導入を推進します。 
【浜松市での電動キックボード】 

  
 
●貨物輸送と旅客輸送を一体的に輸送するモビリティの確保 
・地域における公共交通の持続可能性と効率性の向上を図るため、貨物輸送と旅客輸送を一体的に行う「貨

客混載」の取組を推進します。制度改正により適用範囲も拡大したことから、地域の実情を踏まえて適切
な活用検討が期待されます。 

 
【貨客混載制度の実施区域の見直し】 

 
出典：国土交通省、貨客混載制度の実施区域の見直しについて 
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